
ファブリックインターコネクトに接続

この章は次のトピックで構成されています。

•ネットワーク接続の概要（1ページ）
•ファブリックインターコネクトポートの構成（2ページ）
•イーサネットトポロジの例（4ページ）
•ファイバチャネル SANトポロジの例（7ページ）
• IP SANトポロジの例（11ページ）
•ファブリックインターコネクトにコンソールを接続（13ページ）

ネットワーク接続の概要
ラックに UCS Xシリーズダイレクトを取り付けて電源をオンにすると、次のネットワーク接
続を行うことができます。

•コンソール接続：最初にファブリックインターコネクトを構成するために使用する、直接
のローカル管理接続です。ファブリックインターコネクトの初期構成では、まずRJ-45コ
ネクタ付きの RS-232シリアルコンソールケーブルを使用してこの物理接続を確立する必
要があります。

•管理接続：コンソールを使用して初期構成を完了した後、この接続を使用して、UCS
ManagerまたはCisco Intersightのいずれかを介して UCS Xシリーズダイレクトを管理でき
ます。

•アップリンクインターフェイス接続：これらの接続は、アップストリームネットワーク
接続用です。

それぞれの接続タイプについては、それぞれ後続のセクションで説明します。
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ケーブルをオーバーヘッドケーブルトレイまたはサブフロアケーブルトレイに配線する場合

には、電源コードおよび他の潜在的なノイズ発生源を、シスコ機器で終端するネットワーク配

線からできるかぎり遠ざけておくことを強く推奨します。長いパラレルケーブルを 3.3フィー
ト（1メートル）以上離して設置できない場合は、ケーブルをアース付きの金属製コンジット
に通して、潜在的なノイズ発生源をシールドしてください。

（注）

ファブリックインターコネクトポートの構成

ポートタイプ

ファブリックインターコネクトには、サポートされているCisco管理プラットフォームを介し
て構成する必要がある次のポートがあります。

•アップリンクポート：ボーダーポートとも呼ばれます。アップリンクポートは、ノース
バウンド LANアグリゲーションスイッチに接続するイーサネットポートです。

• FCアップリンクポート：アップリンク FCファブリックに接続されている FCポート。た
とえば、MDSスイッチの FCインターフェイスです。

• FCoEアップリンクポート：アップリンクFCoEファブリックに接続されているFCoEポー
ト。たとえば、Cisco MDSまたは Cisco Nexusスイッチの FCoEインターフェイスです。

•アプライアンスポート：ストレージアプライアンスに直接接続されているイーサネット
サーバポート。この構成では、FIが Ethernet-End-Host-Modeである必要があります。

•ファイバチャネルストレージポート：ファイバチャネルストレージアレイに直接接続
するために使用できるポート。たとえば、 FCポートを介して直接接続された NetAppス
トレージ©または Pure Storage©アレイ。

ポートの設定

次の表に、構成可能なポートタイプを示します。ポートタイプの定義については、前のセク

ションを参照してください。
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サポートされるポートタイプPort Speedシャーシポート

•イーサネット
アップリンク

ポート

• FCoEアップリン
クポート

•アプライアンス
ポート

• FCアップリンク
ポート

• FCストレージ
ポート

イーサネット

または

ファイバチャネル

10G/25G/40G/100G bps

または

8G/16G/32 Gbps

1および 2（ユニファ
イドポート）

•イーサネット
アップリンク

ポート

• FCoEアップリン
クポート

•アプライアンス
ポート

ネイティブイーサネッ

ト

10/25/40/100 Gbpsイー
サネット

3～ 6

•イーサネット
アップリンク

ポート

• FCoEアップリン
クポート

•アプライアンス
ポート

ネイティブイーサネッ

ト

1/10/25/40/100 Gbps7および 8

ポートブレークアウト

ポートブレークアウトは、次の構成でサポートされます。

ポート 3～ 8（QSFP28）ポート 1および 2（QSFP28）ブレークアウトレベル

いいえポート 1および 2のみで対応
（DS- SFP -ブレークアウト用
4x32G-SWトランシーバ）

4x8G FC
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ポート 3～ 8（QSFP28）ポート 1および 2（QSFP28）ブレークアウトレベル

いいえポート 1および 2のみで対応
（DS- SFP -ブレークアウト用
4x32G-SWトランシーバ）

4x16G FC

いいえポート 1および 2のみで対応
（DS- SFP -ブレークアウト用
4x32G-SWトランシーバ）

4x32G FC

はいはい1x100G

はいはい4x10G

はいはい4x25G

はいはい1x40G

対応（QSA28）対応（QSA28）1x25G（SFP28搭載 Cisco
QSA28）

対応（QSA28）対応（QSA28）1x10G QSAまたは QSA28
（SFP+）

はい。ポート 7および 8の
み。

いいえ1G（CVR-QSFP-SFP10G+GLC-
TE）

イーサネットトポロジの例
次のセクションに、サポートされているエンドツーエンドイーサネットトポロジを示します。

VPC（仮想ポートチャネル）またはMCT（マルチチャネルトランキング）を使用します

エンドツーエンドのイーサネットのためにファブリックインターコネクトを接続する際のガイ

ドとして、次の推奨トポロジを参照してください。このトポロジは、VPCの Cisco Nexus 9000
シリーズスイッチ、またはMCT（マルチシャーシトランキング）モードの標準規格トップオ
ブラック（ToR）イーサネットスイッチのいずれかで推奨されます。
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このトポロジは、次のようになっています。

•ファブリックインターコネクトのイーサネットアップリンクポートは、冗長 ToR（Top
of Rack） Nexusスイッチへのイーサネットアップリンクに使用できます。

•ポートチャネルは、ファブリックインターコネクトから VPCモードの ToR Nexusスイッ
チ、またはマルチチャネルトランクの別の ToRイーサネットスイッチに接続します。

• ToRスイッチポートは、STP（スパニングツリー）エッジポートである必要があります。

•本トポロジ：

•ファブリックインターコネクト、ToRスイッチ、およびアップリンクに冗長性を提供
します。

•ポートチャネルを介してファブリックインターコネクトに帯域幅集約を提供

• ToR-to-ToR L2スイッチングを回避します。

• ToRファブリックは、3階層、EVPN-VxLAN、IPファブリック、または CLOSリーフおよ
びスパイントポロジ。

VPC（仮想ポートチャネル）またはMCT（マルチチャネルトランキング）なし

エンドツーエンドのイーサネット接続のためにファブリックインターコネクトを接続する際の

ガイドとして、次の推奨トポロジを参照してください。

•このトポロジは、展開で VPCまたはMCTを使用しない場合に推奨されます。

•このトポロジは、展開でVPCまたはMCTを使用する場合はサポートされますが、推奨さ
れません。代わりに、VPCまたはMCTを使用する展開では、前のトポロジが推奨されま
す。
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このトポロジは、次のようになっています。

•ファブリックインターコネクトのイーサネットアップリンクポートは、冗長 ToR（Top
of Rack） Nexusスイッチへのイーサネットアップリンクに使用できます。

•ポートチャネルは、ファブリックインターコネクトから VPCモードの ToR Nexusスイッ
チ、またはマルチチャネルトランクの別の ToRイーサネットスイッチに接続します。

•このトポロジは、次のようになっています。

• vNICは 1つのアップリンクにピン接続され、複数のアップリンクに分散されます。

• ToRスイッチとアップリンクは冗長ですが、vNICではフェールオーバー後に再ピン
接続時間が発生します

Top of Rackスイッチの冗長性なし

エンドツーエンドのイーサネット接続用にファブリックインターコネクトを接続する際のガイ

ドとして、次のサポートされているトポロジを参照してください。
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このトポロジは、追加のサーバ接続に使用できる全体的なリンクとポートの数を節約します。

このトポロジはサポートされていますが、ToRイーサネットスイッチの冗長性がないため推
奨されません。

ファイバチャネル SANトポロジの例
次のセクションに、サポートされているエンドツーエンドファイバチャネルSAN（FCSAN）
トポロジを示します。

エンドホストモード 1（ポートチャネル構成あり）

FCストレージへのエンドツーエンド接続のためにファブリックインターコネクトを接続する
際のガイドとして、次の推奨トポロジを参照してください。このトポロジは、Cisco MDSス
イッチまたは標準規格のトップオブラック（ToR） FCスイッチのいずれかで推奨されます。
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このトポロジは、大規模な FC SANドメインに推奨されます。このトポロジは、次のように
なっています。

•ファブリックインターコネクトがFCエンドホストモードで構成されています。このモー
ドでは、ファブリックインターコネクトアップリンクポートはノードポート（Nポー
ト）として動作し、CiscoMDSスイッチのポートはファブリックポート（Fポート）とし
て動作します。

•ポートチャネルの構成は、サイドごとに FIとMDSのペア間で行われます。

•ポートチャネル構成により、高可用性（HA）とアップリンク帯域幅集約（BW）が提供さ
れます。

•仮想 SAN（vSAN）は、vSANトランキングを使用してMDSファブリックに伝送されま
す。

•高可用性を実現するために、サーバごとに 4つのリモート対応HBA（vHBA）が構成され
ます。

スイッチモード 1、ポートチャネル構成

FCストレージへのエンドツーエンド接続のためにファブリックインターコネクトを接続する
際のガイドとして、次の推奨トポロジを参照してください。このトポロジは、CiscoMDSまた
は標準規格 FCスイッチのいずれかでサポートされます。
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このトポロジは、最大 255台の FCデバイスに制限された中規模の FC SANドメインでサポー
トされます。このトポロジは、次のようになっています。

• FCスイッチとファブリックインターコネクトの両方のポートは、Eポートモードで動作
します。

•ポートチャネルの構成は、サイドごとに FIとMDSのペア間で行われます。

•ポートチャネル構成は、高可用性（HA）とアップリンク帯域幅集約（BW）を提供しま
す。

•仮想 SAN（vSAN）は、vSANトランキングを使用してMDSファブリックに伝送されま
す。

•高可用性を実現するために、サーバごとに 4つのリモート対応HBA（vHBA）が構成され
ます。

•このトポロジは、アップストリーム SANファブリック接続を使用して、ファブリックイ
ンターコネクトへのストレージアレイ接続を直接サポートします。

エンドホストモード 2、ポートチャネルなし

FCストレージへのエンドツーエンド接続のためにファブリックインターコネクトを接続する
際のガイドとして、次のサポートされているトポロジを参照してください。展開でCiscoMDS
スイッチを使用しない場合、このトポロジは推奨されません。
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このトポロジは、サードパーティ製 TOR FCスイッチを使用する標準規格展開でサポートされ
ます。このトポロジは、次のようになっています。

•ファブリックインターコネクトが FCエンドホストモードで構成されています。

•非MDS FCスイッチではポートチャネル構成はありません。

• Cisco MDSスイッチがないため、リモート対応 SAN（Anとの比較）はサポートされてい
ません。

•高可用性を実現するために、サーバごとに 4つのリモート対応HBA（vHBA）が構成され
ます。

スイッチモード、ファブリックインターコネクトに直接接続された FCストレージアレイ

FCストレージへのエンドツーエンド接続のためにファブリックインターコネクトを接続する
際のガイドとして、次の推奨トポロジを参照してください。このトポロジは、 FCストレージ
アレイをファブリックインターコネクトに直接接続する場合にサポートされます。
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このトポロジは、次のようになっています。

•ファブリックインターコネクトは FCスイッチモードで構成されます。

•高可用性を実現するために、サーバごとに 4つのリモート対応HBA（vHBA）が構成され
ます。

• FC SANゾーンとゾーン管理は、 Cisco Intersight管理モード（IMM）または Cisco UCS管
理モード（UMM）でサポートされます。

IP SANトポロジの例
次のセクションに、サポートされているエンドツーエンド IP SANトポロジを示します。

VPC（仮想ポートチャネル）またはMCT（マルチシャーシトランキング）を使用

エンドツーエンドのイーサネットベースの IP SAN接続用にファブリックインターコネクトを
接続する際のガイドとして、次のサポートされているトポロジを参照してください。このトポ

ロジは、 Cisco Nexus TORスイッチを使用する展開でサポートされます。
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このトポロジは、次のようになっています。

•仮想ポートチャネリング（VPC）またはマルチシャーシトランキング（MCT）を推奨し
ます。

• MTU設定は、ファブリックインターコネクトシステムQoSで 9216に設定する必要があり
ます。

• TCPベースのストレージアクセスは、ベストエフォート QOSクラスに設定できます。高
性能ストレージアクセスを実現するために、ファブリックインターコネクトと TORス
イッチ間で no-dropクラスの QoS設定を使用することもできます。

• ROCEv2の場合、 no-drop QoSクラスが必要であり、ToR Nexusスイッチで PFCを有効に
する必要があります。

•冗長性を確保するために、各サーバに複数の vNICを構成する必要があります。

Cisco Nexusスイッチからベンダー IPストレージへの接続のベス
トプラクティスは、ストレージベンダーごとに異なります。

注意

IPストレージアレイへの直接接続

イーサネットベースの IP- SANストレージアレイをファブリックインターコネクトに直接接
続するには、次の推奨トポロジを参照してください。
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このトポロジは、小規模な IP SANでサポートされます。このトポロジは、次のようになって
います。

• MTU設定は、ファブリックインターコネクトシステムQoSで 9216に設定する必要があり
ます。

•イーサネットベースの IP- SANストレージアクセスは、TORスイッチを必要とせずにサ
ポートされます。

•ファブリックインターコネクトと IP- SANストレージアレイ間のポートチャネル構成が
サポートされています。

• VPCを使用したポートチャネル構成はサポートされていません。

ファブリックインターコネクトにコンソールを接続
ファブリックインターコネクトをネットワーク管理接続するか、ファブリックインターコネ

クトをネットワークに接続する前に、コンソール端末でローカルの管理接続を確立する必要が

あります。次に、ファブリックインターコネクトの IPアドレスを構成します。コンソールを
使用し、次の機能を実行することができます。それぞれの機能は、その接続を確立したあとで

管理インターフェイスによって実行できます。

•コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してファブリックインターコネクトを構
成します。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

•簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェントパラメータを設定する。
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•ソフトウェアアップデートをダウンロードする。

ファブリックインターコネクトモジュールの非同期シリアルポートと非同期伝送に対応した

コンソールデバイス間で、このローカル管理接続を行います。通常、コンピュータ端末をコン

ソールデバイスとして使用できます。スーパーバイザモジュールのコンソールシリアルポー

トを使用します。

コンソールポートをコンピュータ端末に接続する前に、コンピュータ端末でVT100端末エミュ
レーションがサポートされていることを確認してください。端末エミュレーションソフトウェ

アにより、セットアップ中および設定中にファブリックインターコネクトとコンピュータ間の

通信が可能になります。

（注）

始める前に

• Cisco UCS Xシリーズダイレクト 9108 100Gファブリックインターコネクトは、送信元に
接続され、アースされた Cisco UCS X9508シャーシに完全に取り付ける必要があります。

•コンソール、管理、およびネットワーク接続に必要なケーブルが利用可能である必要があ
ります。

• RJ-45ロールオーバーケーブルファブリックインターコネクトアクセサリキットに
含まれています。

•ネットワークケーブルは、設置したファブリックインターコネクトの場所に配線し
てあります。

ステップ 1 次のデフォルトのポート特性と一致するように、コンソールデバイスを設定します。

• 115200ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

ステップ 2 ファブリックインターコネクトのコンソールポートに RJ-45ロールオーバーケーブルを接続します。

このケーブルはアクセサリキットに含まれています。

ステップ 3 コンソールまたはモデムに RJ-45ロールオーバーケーブルを配線します。

ステップ 4 コンソールまたはモデムに RJ-45ロールオーバーケーブルの反対側を接続します。

ファブリックインターコネクトに接続
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


